
１ 具体的な取組の実績と成果

１ 復興基盤総合整備事業等により57地区(4,506㏊)でほ場整備を推進し、経営体の
生産性向上や規模拡大等を支援

●水稲の大区画化等に加え、園芸作物等の大規模経営を支える畑地化、
新たに双葉郡(浪江町、双葉町)で取組の検討を開始

●着手済:41地区(3,506㏊)、計画中・検討中:7地区(481㏊)・9地区(518㏊)
（うち完了8地区・1,031㏊､左のうちR5完了３地区・838.1㏊)

２ 集落営農の確立やもうかる農業に向け、地域特性を生かした品目・営農形態の
導入等の「話し合い」「意向調査」「担い手の明確化」「新技術導入」「農地
中間管理事業の活用推進」等による、地域計画の作成を推進

●地域計画策定 【R5着手】 【全体地区数】
相馬地方 60地区 62地区
双葉地方 49地区 50地区

●機構新規転貸面積 新規771.9㏊╱全体2,436㏊(県活用の約3割）

３相双地方の魅力を発信し、復興・創生を支える多様な担い手を県内外から確保
●農業研修(１⽇〜２週間)受入農家件数25件・研修実施19名
●教育機関と連携(農業短大他)による就農相談会4回
●就農フェア出展3回・8ブース、59名相談対応 等

４ 認定後5年目の認定農業者に対する経営改善達成状況（所得目標の８割達成）
●相馬54件(うち達成者17件)、双葉17件(うち達成者１件)

参考:法人件数180件(H23:98件)
●新たな品目・技術導入やコスト縮減対策を提案し、「水稲＋大豆＋ﾀﾏﾈｷﾞ等」

の大規模複合経営モデルや「大規模稲作経営」を創出

１ 津波被害からの農業再生に向け、新たな農業の展開を実現する農地の大区画化、
用排水路、農道等を一体的に整備

●整備地区数・営農再開可能面積 13地区・1,483㏊(面積ベース89％)
２ 農地・用排水路・ため池等の復旧

●復旧率 97％(箇所数ベース)
内訳:完了852箇所、工事中8箇所、未着手18箇所

３ 福島県営農再開支援事業により段階に応じ着実な営農再開を支援
●【R5計画】 26.5億円 【R５実績】 22.1億円

４ 治山施設・林地（山腹崩壊等）及び林道施設の復旧
●復旧率 100%(R4.3末）で完了(43箇所)

５ 沿岸部の農地等を守るため、これまでの飛砂、風害潮害防備などの災害防止
機能に加え､津波対策として林帯巾を200mに拡大し海岸防災林を整備

●着手地区数 8地区・593㏊(事業費ベース進捗率98.5％)
６ ほだ木等原木林の再生に必要な伐採、植栽、下刈り、作業道設置の一体的な

実施（広葉樹林再生事業）を推進
●取組町村:新地町(R6〜R7)飯舘村(R5〜R7)､取組面積約2.4ha(全体計画184ha）

１ 営農再開の推進と併せ革新技術実証(7件)の取組や機械・施設整備等による
大規模化・複合(品目)化を支援し、作付面積の拡大を推進

●水稲【H22:12,745㏊ → R5:7,568㏊】
●水稲直播栽培の推進【H22:167㏊ → R5:909㏊】

（相馬地域の直播栽培面積は震災前の約６倍の738ha）
●大豆【H22:789㏊ → R5:529㏊】(相馬では震災前の約75%）
●土地利用型園芸作物

タマネギﾞ 【H22: − → R5:    43.7㏊】
ブロッコリー 【H22: 145㏊ → R5: 115.4㏊】
ネギ 【H22: 8.5㏊ → R5:    36.9㏊】

２ 有利販売や加工用途の生産・販売に向け、生産技術体系の確立や流通・加工施設
整備を支援

●効率的な作業や安定した収量確保を実現する「団地・大区画ほ場整備」提案
●加工業務向け農産物生産に特化した生産を担う「法人参入」支援
●相双地方ならではの「経営類型(収支)」の策定
●福島再生加速化交付金等を活用し、農林業施設等整備支援

170 億円(包装米飯加工工場、タマネギ乾燥調整施設、大規模畜産施設整備 等）
3 耕畜連携の推進に向け、「双葉地方飼料生産・堆肥利用推進検討会議」を設立

Ⅳ 地域の特性をいかした農山漁村の形成

１「ふくしま森林再生事業」活用による計画的な森林整備による森林の再生と「森林
経営計画」策定支援

●【R5実績】475ha・累計:3,706ha(うち県営374ha) 
（⺠有林・人工林に対する事業実施割合は約1割、森林経営計画は同4％）

２ 管内製材加工業者、林業経営体等と需要量や品質に関する情報交換への支援
●素材生産量は県全体の約1割を占める101千㎥で震災前比較では136％

３ 森林施業に要する「林道」、「林業専用道」及び「森林作業道」の整備推進
●【R5実績】45,069ｍ

４ 森林環境交付金事業活用による森林適正管理の推進や森林環境学習の支援
●【R5実績】森林適正管理9市町村、森林環境学習12市町村

Ⅱの強化対策「未来へつなぐ生産基盤づくり」の推進
省力化、高収益化等を追求する生産基盤づくりに向け、県・市町村・関係
団体と計画策定に向けた検討会等の開催 【R5実績】 (全体会は3回)

〔未来へつなぐ生産基盤づくり計画項目〕
①人づくり(地域計画の策定)②基盤づくり(高い生産性や省力化を実現するほ場整備)
③ものづくり(作付計画、省力化技術の導入)④到達目標(所得額、担い手面積集積率)

２ 福島県総合計画等に基づく指標と達成状況【数値目標】

Ⅲ 地域の特性をいかした産地づくりⅡ 持続的な発展を支える生産基盤の整備と担い手確保

Ⅰ 東日本大震災及び原子力災害からの復興

相双農林事務所（Ｒ６.９)

着実な施設復旧と
営農再開率の拡大

生産性向上による
大規模経営体の増加

ｽﾏｰﾄ農業取組者拡大
新たな産地形成

計画的な森林整備
素材生産量の増加

指標名 R12目標値 R5目標値 R5実績 備考
営農再開率 75％以上 54% 48.6%
新規就農者数 66人以上/年 ３８人 52人
ほ場整備率 80％以上 70.5% 71.0%
森林整備面積 720ha以上/年 ５８５ha ５７５ha


